
  

    

  

  
  

平成23年3月11日 14時46分頃  

三陸沖を震源とするマグニチュード9．0の地震発生 

人的被害 (死者15,989人、行方不明者 3,917人、負傷者 6,115人)     最大震度 震度６弱以上 

住家被害 (全壊117,652棟、半壊178,200棟、火災287件)             参参考考  総総務務省省消消防防庁庁災災害害報報  第第113399報報  HH2233..99//2266発発表表 

    皆さんのご家庭では非常用品を備えていますか？準備しなくては…と思いながらもついつい先延ばしになっていませんか？ 

      ここでは、なぜ非常用品の準備が必要なのか、改めて確認してみましょう。大規模地震などの災害が発生した場合、道路や

ライフラインが寸断されて物資や情報の流通が途絶え、地域が孤立してしまう恐れがあります。特に発災直後は、公的機関に

よる支援体制が整うまでにしばらくかかることが予想されますので、各家庭や町内会などの住民組織では「自らの命は自らで

守る。自らの地域は皆で守る」を基本に、最低限必要な水・食料などを備えておくことが必要となります。では、非常用品は、

どのようなものを用意しておけばよいのでしょうか。 一般的に、発災直後から公的機関による支援体制が整うまでの間として、

最低3日間の避難生活に必要な物資の蓄えが推奨されています。  

         しかし、いざ災害が発生して緊急的に避難する必要がある場合は、あまり多くのものは持ち出せません。避難のときに持っ

ていくもの（非常持出品）と、その後の避難生活に必要な生活用品（非常備蓄品）とを分けておいた方が良いでしょう。  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

※避難の際に両手を空けておけるように、非常持出品はリュックなどに 

詰め、取り出しやすいように玄関などに置いておきましょう。  

※準備した非常持出品や非常備蓄品は定期的に点検しましょう。特に水や 

食品は賞味期限を確認し、年に１回は新しいものと取り替えましょう。     

              参参考考：：  総総務務省省消消防防庁庁「「防防災災・・危危機機管管理理ｅｅ－－カカレレッッジジ」」  

          総総務務省省消消防防庁庁「「緊緊急急物物資資等等のの備備蓄蓄・・調調達達にに係係るる基基本本的的なな考考ええ方方（（平平成成1188年年33月月））」」  

●●非非常常持持出出品品((最最低低限限必必要要ななもものの))  

  

  飲飲料料水水((小小ささいいペペッットトボボトトルル  

    軽軽食食((チチョョココレレーートト、、飴飴玉玉))  

    救救急急用用品品((絆絆創創膏膏、、消消毒毒液液、、常常備備薬薬))  

      懐懐中中電電灯灯、、ララジジオオ、、乾乾電電池池  

      生生活活用用品品((衣衣類類、、タタオオルル、、メメガガネネ))  

        貴貴重重品品((現現金金、、通通帳帳、、保保険険証証))  

●●非非常常備備蓄蓄品品((33 日日分分のの食食糧糧品品、、資資機機材材))  

  

    飲飲料料水水及及びび食食料料品品  33 日日分分((缶缶詰詰、、レレトトルルトト食食品品））  

    簡簡易易食食器器、、飲飲料料水水用用ポポリリタタンンクク  

    簡簡易易トトイイレレ((ででききれればば風風呂呂水水のの汲汲みみ置置きき))  

    消消火火器器、、消消火火用用水水((ででききれればば風風呂呂水水のの汲汲みみ置置きき))  

    生生活活用用品品((簡簡易易ココンンロロ、、缶缶切切、、毛毛布布、、シシーートト))  

    各各種種資資機機材材((おおのの、、ハハンンママーー、、ススココッッププ、、ののここ))  

水水はは１１人人１１日日  

３３リリッットトルル  

  

平平成成 2233 年年 1111 月月  

発発行行  宇宇佐佐市市消消防防団団  

〒〒887799--00444444  

宇宇佐佐市市大大字字石石田田 117766  

宇宇佐佐市市消消防防団団本本部部女女性性部部  
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宇宇佐佐市市消消防防本本部部でではは、、ＡＡＥＥＤＤのの取取りり扱扱いいをを含含めめたた「「救救急急講講習習」」をを実実施施ししてていいまますす。。  

ＡＡＥＥＤＤがが近近くくにになないい場場合合、、ままたた、、いいざざとといいううとときき自自信信をを持持っっててＡＡＥＥＤＤをを使使用用ででききるるよよううにに「「救救急急講講習習」」をを受受講講ししててみみまませせんんかか。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

一之御殿 四日市方面隊 

二之御殿 宇佐方面隊 

三之御殿 安心院・院内方面隊 

                      消防団員の雄姿！！ 

第第 88 分分団団  分分団団長長    簾簾  浩浩介介  

《《分分団団のの自自慢慢》》  第第 88 分分団団はは麻麻生生地地区区をを団団員員 2266 名名でで管管轄轄ししてておおりり、、農農林林業業をを中中心心ととししたた中中山山間間地地でで約約

440000 名名のの住住民民がが居居住住すするる地地域域でですす。。初初夏夏ににはは数数万万匹匹のの源源氏氏蛍蛍がが乱乱舞舞すするる自自然然環環境境かからら宇宇佐佐市市のの奥奥座座

敷敷ととししてて市市民民にに親親ししままれれてていいまますす。。ままたた、、今今年年33 月月ににはは念念願願だだっったた消消防防団団格格納納庫庫がが新新設設さされれままししたた。。  

《《部部長長ののひひととりりごごつつ》》    ここれれままででのの活活動動はは個個別別のの班班活活動動がが主主体体ででししたたがが、、今今後後はは分分団団ととししててのの活活動動体体

制制をを充充実実すするる方方向向でで地地域域内内ににおおけけるる消消防防団団ととししててのの役役割割とと責責任任ははももととよよりり、、麻麻生生地地区区ににおおいいてて可可能能

なな範範囲囲でで地地域域活活性性化化にに繋繋ががるる活活動動にに取取りり組組みみたたいいとと思思いいまますす。。  

        

救救急急講講習習にに関関すするるおお問問いい合合わわせせはは、、  

宇宇佐佐消消防防署署救救急急係係ままでで  

    

安全・安心で住みよい宇佐市を

目指して火災予防にも、                     

いま一度目を向けましょう。 

つけましたか？ 設置して安

心！ 住宅用火災警報器

を・！  

  

  


